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程

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた単元構想＜小・国語＞

特別研修員 国語 黒岩 佐登美（小学校教諭）

単元のねらい

主な学習活動

単元名 話し合って意見をまとめよう「つたえよう、楽しい学校生活」（第３学年） 全11時間計画

めあてをつかむ導入の工夫

単元構想の意図

班で話し合いながら互いの意見の共通点や相違点に着目して考えをまとめることができるようにする。

１．単元の課題を把握する

２．課題を追究する

３．単元を振り返る

〇学校行事の写真や他校の学校紹介動画を見る。

○単元の課題を決める。

友達と話し合いながら、地域の人に私たちの
学校の楽しさが伝わるようなＤＶＤを作ろう。

〇教師が司会を行いながらクラ
ス全体で話し合い、担当する
班を決める。

○教科書の話合いＣＤを聞き、
上手な話合いの仕方について
まとめる。

○意見の相違を考えなが
ら発表の構成について
班で話し合う。

○各班の構成を基に、動画を
タブレット端末で撮影する。

○抑揚や表情での伝わり方につ
いて考え、班で練習し助言し
合う。

○本番撮影

〇できるようになった
ことをまとめる。

○クラスで共有する。

対話的な活動の工夫

練習の場の設定

学んだことの自覚

児童が「やってみたい」と思い、主体的に活動できる
よう、単元を通して身に付けさせたい資質や能力を意識
しながら児童から意見を出させ、言語活動を決定する。

魅力的な言語活動の設定

身に付けさせたい資質・能力の具体化

児童の「どんなことをするんだろう」「楽しみだな」
といった学習への動機付けになるように、実物や写真・
映像などを示す。

本単元では、児童が主体的に話し合いながら意見をまとめることができる力を身に付けることを目的としています。つか
む過程では、児童が「やってみたい」「自分にもできそうだ」という意識を生むような導入を行うことで、単元全体の見通
しと意欲がもてるようにします。追究する過程では、誰でも同じように司会・進行ができるよう、教師や教材の見本を基に
司会の方法や技能を習得させ、主体的に話合いが行えるようにします。まとめる過程では、学習成果の可視化を行うことで、
単元を通して学んだことを自覚させるとともに、他単元でも実践してみたいという意欲付けができるよう構成しました。

話合いの見本となるよう、押さえたい言葉や方法を意
識しながら教師が司会のモデルを示すことで、「自分に
もできそうだ」という見通しをもたせる。大まかな流れ
を決めた司会カードを用意することで、誰もが司会がで
きるようにする。
また、教材のＣＤを聞きながら司会の方法や参加者の
意見の伝え方をまとめることで、児童が主体的に司会を
行うための共通理解を図る。

【司会カード】

【ホワイトボードで意見の集約】 【ワークシート例】

【タブレットで撮影】

【付箋の仲間分け】

意見を比較して聞くために、話合いを行う前には必ず
自分の考えをもたせる時間を確保してから臨ませる。
また、友人の意見を聞いて自分とは「同じ」「違う」
といった意見の相違を伝え、話合いの観点をもたせる。
互いの立場を明確にさせながら話し合わせることで、話
合いの内容が深まるようにする。
班での話合い活動では、意見を自由にまとめられるよ
うにホワイトボードを用意する。互いの意見を可視化さ
せることで、児童同士で意見を付け足したり、意見の順
番を入れ替えたりしながら、話し合った結果をまとめる
ことができるようにする。

児童が様々な学習成果に気付くことができるよう、班
で付箋を仲間分けし、成果を可視化させる。
蓄積してきた振り返りを活用し、学習を通して身に付
けてきた話合いの仕方や意見のまとめ方を、日常のほか
の場面でも活用できることを再確認し、次の学びの意欲
につなげる。

発表を客観的に見るために、実際にタブレット端末で
撮影した動画を見直したり互いに見合ったりしながら、
よさや改善点に気付けるようにする。



小学校 国語 ＜つかむ過程＞               特別研修員 黒岩 佐登美 

指導例：『つたえよう、楽しい学校生活』(第３学年第１時) 
 

      
 

 

 

                  
 

 

    
    
    
    
    
 

 

 

 

                  
                  
 

    
    
    
    
    
    
 

 

  
 

    
    
    
    
 

 

 

 

    
    
    
  

１ 教材文やモデル等と出合い、単元の課題を設定する。 

 ○学校行事の写真や他校の学校紹介動画を見て意欲を高める。 

Ｔ：いろいろな学校行事があったけど、どの行事が楽しかった？ 

Ｓ：運動会。団で協力していろんな競技をしたから。 

Ｔ：地域の人にもたくさん来てもらいたいよね。どうしたら来て 

もらえるかな。 

Ｓ：学校のことを地域の人にも教えてあげればよい。 

Ｔ：ほかの学校では学校紹介の動画を作っているところもあります。 

Ｓ：見てみたい!  

○教師が司会をしながら話し合い、単元の課題を決める。 

 Ｔ：学校生活の楽しさを一番伝えたい人は誰ですか。意見がある人は手

を挙げてください。 

Ｓ：地域の人。地域の人なら学校の児童もお家の人もみんな入るから。 

Ｔ：どのように伝えればいいですか。 

Ｓ：ＤＶＤをつくる。学校に来てもらうのは大変だから。 

 

 

 

 

２ めあてをつかむ。 

  

 

 

３ 学習の見通しをもつ。 

○教科書を読み、学習の流れを確認する。 

 ○学習計画を作成する。 

○班で話し合いながら計画を立てていく

  活動をすることを知る。 

Ｔ：今回の学習は全部で何時間ですか。  

Ｓ：９時間！「さつえい」ってところでＤ

ＶＤを撮るのかな。 

Ｔ：撮影の日まで、いろいろな学習をした

 り話し合ったりして、みんなで立てた

 計画を進めていきましょう。 

Ｓ：早くつくりたいな。楽しみだな。 

 

４ 本時のまとめ・振り返りをする。 

 ○本単元で活動する内容と、身に付けてほしい力について再確認する。 

 

☆：完成するまでの時間が楽しみ。

   地域の人に、私たちの学校の楽

   しさが伝わるような内容にし

   たい。  

 ☆：運動会にたくさん来てくれ  

   るようなＤＶＤを作りたい。 

 

       

指導のポイント 

めあて 学習の流れを確認して、どのようにＤＶＤをつくっていく

か見通しをもとう。 

単元の課題 友達と話し合いながら、地域の人に私たちの学校の楽

しさが伝わるようなＤＶＤを作ろう。 
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主体的に活動させる 

魅力的な導入 
 

○児童の「どんなことをするんだ

ろう」「楽しみだな」といった

学習への期待が高まるよう、実

物や写真・映像等を提示する。 

  
話合いの見本となる 
司会モデルの提示 

 

○話合いの見本となるよう、司

会で押さえたい言葉や方法を

意識しながら進める。多数決

で決めることなく、全体の話

をまとめながら意見を集約し

ていくようにする。 

 
魅力的な単元の課題の設定 

 

○児童にとって「やってみたい」

と思える言語活動になるよう、

児童から意見を出させたり、具

体的なゴールを示したりする。 

 
 

学習計画の提示 
 

○１単位時間の学習のつながりを

意識させるために、学習計画を

作成し、教室内に掲示しておい

たり、学習ごとに提示したりで

きるようにしておく。 

 

振り返りの蓄積 

 

○１単位時間の学習の中で、「で

きるようになったこと」や「分

かったこと」を１枚のワークシ

ートにまとめて書くことで、振

り返りを蓄積していく。 



小学校 国語 ＜追究する過程＞              特別研修員 黒岩 佐登美 

指導例：『つたえよう、楽しい学校生活』(第３学年第６時） 
 

      
 

 

 

                  
 

 

    
    
    
    
    
 

 

 

 

                  
                  
 

    
    
    
    
    
    
 

 

                  
 

 

    
    

１ 本時のめあてをつかむ。 

 ○本時の活動について学習計画表で知る。 

  

 

 

２ 課題を追究するために個・各班で考える。 

 ○発表の順番とその理由を個で考える。 

 ○発表の順番を班で話し合う。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｓ：学校の人が面白いと感じている順番で発表すればよいと思う。 

 Ｓ：ぼくは、それとは意見が違って、順番は季節通りにするのがよいと

思う。 

Ｓ：どうしてそう思うの。 

Ｓ：季節どおりの方が小学校でやっている順番も分かるし、地域の人に

も分かりやすいと思うから。 

Ｓ：確かにそうだね。意見に賛成です。発表は季節どおりにしよう。  

３ グループや学級で、課題を追究するための方法を共有し、焦点化を図

る。 

 ○数班指名し、話合いでの変化を発表す

る。 

Ｓ：ぼくたちの班では、順番どおりに発

表することになった。 

Ｓ：どうしてその順番にしたの。 

Ｓ：初めは、おもしろい行事から発表す

るように考えたけど、聞いている人

に分かりやすいように順番どおりに行事を紹介しようということ

に話し合って決まった。 

Ｓ：確かにそう思う。知らない人は順番どおりに聞いた方が分かりや

すいと思う。 

４ 本時のまとめ・振り返りをする。 

 ○学習を振り返り、意欲が次時にも継続できるようにする。 

  

☆：相手の話をよく聞けた。 

賛成反対などの言葉が言えた。 

☆：初めは意見が違ってどうやってまと

   めていけばよいか分からなかった 

   けど、話合いながらまとめられたか

   らよかった。 

☆：私は、３番目に発表するから、○○

   さんがどんな原稿にするか確認した方がよいなと思った。 

指導のポイント 

めあて 友人との意見の相違を考えながら、発表の構成を話し合っ

て決めよう。 

【各班で意見を出し合いまとめる】 

 
学習計画の活用 

 

○学習計画表や前時のノート・ワー

クシートを見直させ、学習のつな

がりを意識できるようにする。 

 
対話的な話合いの工夫 

 

○進行カードを用意し、児童が自信

をもって取り組めるようにする。 

○ホワイトボードで意見を可視化さ

せることで、児童同士で意見を付

け足したり、意見の順番を入れか

えたりしながら、話し合った結果

をまとめることができるようにす

る。 

○「同じ」「違う」「どうして」

などの言葉を使い、意見の相違

を考えながら話し合わせること

で、話合いの内容が深まるよう

にする。 

○自分の意見と友人の意見を比較し

ながら聞くために、必ず自分の考

えをもたせる時間を確保してから

臨ませる。また、ワークシートに

話合い後の意見の変化を記入させ

評価をする際、参考にできるよう

にする。 

 
互いのよさに気付かせる 

共有の場の設定 
 

○なぜそのような話合いになったの

か質問させることで、自分の班で

は気付くことができなかったこと

や内容に気付くことができるよう

にする。 

 

 

めあてに沿った振り返り 

 

○めあてを再度意識させ、本時の振り

返りを書かせる。全体で押さえたい

振り返りについては、クラス全員の

成果として共通理解させる。 

【話合いの様子を発表】 

【振り返りカードに記入】 



小学校 国語 ＜まとめる過程＞              特別研修員 黒岩 佐登美 

指導例：『つたえよう、楽しい学校生活』(第３学年第11時) 
 

 

      
 

 

 

                  
 

 

    
    
    
    
    
 

 

 

 

                  
                  
 

    
    
    
    
    
    
 

 

 

 

 

    
    
    
    
 

 

 

 

    
    
    
 

 

    

１ 本時のめあてをつかむ。 

 ○既習事項を振り返り、学習してきたことを確認する。 

 

 

 

２ 単元で学んだことを確認する。 

○色分けした付箋に、「できるようになったこと」「よかったこと」 

「もっとしてみたいこと」を書く。 

○短い言葉で端的にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

      【付箋に個人の考えをまとめる時間をとる】 

３ 学んだことを一般化して理解する。 

○班になり司会を中心に意見を伝え合う。 

○同じような意見を枠で囲い、題名を書くなどしてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

        【各班で付箋紙を仲間分けする】 

Ｔ：ここの付箋は何の意見でまとめたの？ 

 Ｓ：話合いという意見。「話合いのこと」という枠にしよう。 

Ｔ：ほかにはどんな意見が多かった？ 

Ｓ：「司会ができた」という意見が多い。 

Ｔ：この班は、話合いを通して司会ができるようになった子が多いとい

うことだね。 

４ まとめた意見をクラスで共有する。

 ○数班黒板で発表させ、できるように

  なったことをクラスで共有する。 

Ｓ：司会ができるようになったという

 意見が多い。 

Ｓ：また話合いをしてみたい、タブレ

 ットを使ってまたＤＶＤを作っ

 てみたいという意見も多い。 

Ｔ：話合いの進め方が分かり、司会を

 することができるようになった

 ね。もっとやってみたいという意

 欲も生まれたね。 

５ 単元全体の振り返りをする。 

 ○単元や本時の活動を通して考えたことを振り返りカードにまとめる。 

☆：司会をすることができるようになった。今度また、学校のことを紹

介するような活動をしてみたい。 

めあて できるようになったことやよかったところを考え、もっと

してみたいことについて話し合おう。 

指導のポイント 

 
既習事項の活用 

 

○学習を通して積み重ねてきた成

長に気付けるよう、学習を通し

て使用してきたノートやワーク

シートを振り返らせる。 

 
成果を実感させるための 

意見の分類・まとめ・共有 
 

○班活動をする前には個人で考え

をまとめる時間を作る。今回は

付箋に分類しながら書かせるこ

とで、児童自身が学びをまとめ

ながら考えることができるよう

にする。 

○予想される意見枠を教師が先に

記入しておくことで、主体的に

意見集約ができるようにしてお

く。 

○机間指導をしながら、個々の成

果に気付くことができるような

声掛けをする。 

 

 

学びを自覚するための手立て 

 

○班で出てきた意見を全体で共有

し、成果を可視化することでク

ラス全体の成長として児童に認

識させ、身に付けることができ

た力を実感させるようにする。 

 
 

実践意欲につなげる 
振り返りの活用 

○蓄積してきた振り返りカードを

活用し、学習を通して身に付け

た学びを振り返るとともに、 

「もっとやってみたい」という

児童の意見を取り上げ、具体的

な場面を想像させることで、身

に付けた力を活用してみたいと

いう意欲につなげるようにする

。 



 

 

国 語 科 学 習 指 導 案 
平成 30 年９月～10 月 第３学年 指導者 黒岩 佐登美 

 
Ⅰ 単 元 名 話し合って意見をまとめよう「つたえよう、楽しい学校生活」 
 
Ⅱ 学習指導要領上の位置付け 

（１）相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して

話すこと。         【知識及び技能（１）言葉の特徴や使い方に関する事項イ】 

 
（２）目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの意見の共通点や相

違点に着目して考えをまとめること。 
【思考力、判断力、表現力等 Ａ話すこと・聞くことオ】 

 
（３）言葉がもつよさを認識するとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして思いや考えを伝え

合おうとする態度を養う。               【学びに向かう力、人間性等】 
 
 
Ⅲ 目  標 

班で話し合いながら学校の紹介ＤＶＤを作る活動を通して、次の指導事項が身に付けられるよう

にする。 

（１）言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して発表することができる。 

【知識及び技能（１）言葉の特徴や使い方に関する事項イ】 

 
（２）班で話し合いながら互いの意見の共通点や相違点に着目して考えをまとめることができる。 

【思考力、判断力、表現力等 Ａ話すこと・聞くことオ】 

 
（３）主体的に話合いに参加し、思いや考えを伝え合おうとしている。 

【学びに向かう力、人間性等】 
 
 
Ⅳ 指導計画 ※別紙参照 
 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅴ 本時の展開（１／11）  

１ ねらい クラスで話し合う活動を通して、学校生活の楽しさを伝える DVD を作る見通しをもてる

ようにする。 

２ 展開  

学習活動（分）  ○：留意点  点線囲：評価  ☆：振り返りの子供の意識 

１ 教材文やモデル等と出合い、単元の課題を設定する。（30分）        

  ○学校行事や学校生活の写真を提示し、楽しかったことを具体的に振り返らせる。 

○他校の学校紹介の動画を見せ、完成形のイメージをもたせたり、意欲を高めさせたりする。 

○他校の学校紹介がどのような内容だったかを簡単にまとめ、感想を伝え合わせる。 

○教師が司会を行いながら、話合いで学習課題を決めさせる。 

○児童の見本となるよう、話合いで押さえたい言葉や方法などを意識して進めるようにする。 

○多数決で決めることなく、全体の話をまとめながら意見を集約していくようにする。 

 

 

 

２ 本時のめあてをつかむ。（１分） 

 

 

３ 学習の見通しをもつ。（10分）        

 ○教科書から学習の流れを捉えさせ、学習計画を作成させる。 

 ○ DVDが完成するまでの学習計画表を基に、どのような過程で学習が進んでいくのかイメージ

できるようにする。 

○どのような内容のDVDを作っていくかの計画を、話合いを通して立てていくことを伝える。 

 

 
話合いを通して学習を進めていくことを理解し、どのような内容にしようか積極的に考えよ

うとしている。＜発言・ノート（３）＞ 
 

 

 

４ 本時のまとめ・振り返りをする。（４分） 

  ○本時の学習で考えたこと、やってみたいことを振り返りシートにまとめさせる。 

○次の時間はそれぞれが何について伝えるかを決めることを伝え、意欲をもたせる。 

  ☆完成するまでの時間が楽しみ。地域の人に、私たちの学校の楽しさが伝わるような内容にした

い。 

☆運動会にたくさん来てほしいから運動会のことを発表したい。 

 

めあて 学習の流れを確認して、どのように DVD を作っていくか見通しをもとう。 

単元の課題 友達と話し合いながら、地域の人に私たちの学校の楽しさが伝わるような

DVD を作ろう。 



 Ⅴ 本時の展開（６／11） 

１ ねらい 友人の意見との相違を考えさせながら、発表の構成について話し合えるようにする。 

２ 展開 ２コマ中の１つ目 

学習活動（分）  ○：留意点  点線囲：評価  ☆：振り返りの子供の意識 

１ 本時のめあてをつかむ。（５分）   

 ○学習計画で本時の学習の位置を確認させる。 

○発表の構成を決めることを伝える。 

 ○内容を伝える相手と班の発表する目的を全体で確認することで、目的意識を再度もたせる。 

 

 

 

めあて  友人との意見の相違を考えながら、発表の構成を話し合って決めよう。  

  

２ 課題を追究するために個・各班で考える。（25分）        

○発表の順番となぜそのような順番にしたのか個で理由を考えさせる。 

○班になり、友人との意見の相違を「同じ」「違う」などの言葉で捉えさせ、「どうしてそうなの

か」などの言葉で意見を聞き出しながら、話合いの内容を深めさせる。 

○意見をまとめやすいよう、ホワイトボードを用意し、書き込みながら整理させる。 

 ○うまく話合いが進められていない班には教師が助言したり、進行カードを渡したりして進行

を促す。 

 ○話合い後、自分の考えからどのような変化があったか、ワークシートに記録させる。 

３ グループや学級で、課題を追究するための方法を共有し、焦点化を図る。（10分）        

 ○話合いの前と後での変化とその理由を発表することで、互いの話合いのよさを伝え合い、考

えに深まりをもたせる。 

 

 

友人と自分との意見の相違を考えながら、話合いで意見を伝えることができる。 

＜観察・ワークシート（２）＞ 
 

 

 

４ 本時のまとめ・振り返りをする。（５分） 

  ○話合いを通して「できたこと」「分かったこと」などを振り返りカードに書かせ、考えの深ま

りを実感させる。 

 ○次回は、決めたことを基に発表メモを作ることを伝え、意欲をもたせるようにする。 

  ☆友達の話をよく聞いて、楽しさを伝える順番を決めることができた。 

☆友達と意見が違ったけど、話し合って順番を入れ替えたら分かりやすくなった。 

  

 



Ⅴ 本時の展開（11／11） 

１ ねらい 話合いや発表の仕方でよかったことをまとめる活動を通して成長を実感させるととも

に、次の活動への意欲をもてるようにする。 

２ 展開 

学習活動（分）  ○：留意点  点線囲：評価  ☆：振り返りの子供の意識 

１ 本時のめあてをつかむ。（５分）   

 ○今まで学習で使用してきたワークシートやノートを参考に、本単元でどのような活動をしてき

たかを振り返らせる。 

 ○本時では、今までの学習活動を通して、できるようになったことやよかったことを伝え合う活

動をすることを伝える。 

 

 

 

２ 単元で学んだことを確認する。（５分）        

○今までの学習活動を通してできるようになったこと、よかったこと、もっとしてみたいことを

それぞれ色分けした付箋に書き出させる。 

○短い言葉でまとめさせ、一人が何枚も書いてよいことを伝える。 

３ 学んだことを一般化して理解する。（20分）        

 ○班になり、司会を中心に一人ずつ意見を発表させる。 

 ○司会を中心に、班のメンバーで同じような意見を枠で囲むなどしてまとめさせる。 

○教師が予想できる枠を先に模造紙に記入しておき、まとめやすくしておく。 

４ まとめた意見をクラスで共有する。（10分）          

○数班に黒板で発表させ、クラスで共有する。 

 

 

 

学習を通してできるようになったことを考え、今後の活動について考えをもつことができ

る。＜観察・ワークシート（３）＞ 
 

 

 

５ 単元全体の振り返りをする。（５分） 

  ○単元や本時の活動を通して考えたことを、振り返りカードにまとめさせる。 

☆相手の話を聞きながら自分の意見を言えるようになった。今度は、学級会でも司会をしてみた

い。 

 

めあて できるようになったことやよかったところを考え、もっとしてみたいことについて

話し合おう。 



指導計画 小学校国語科 第３学年  

単元名 話し合って意見をまとめよう「つたえよう、楽しい学校生活」（全 11 時間計画） 

 

目
標 

班で話し合いながら学校の紹介 DVD を作る活動を通して、次の指導事項が身に付けられるようにする。 

(1）言葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して発表すること。 

【知識及び技能（１）言葉の特徴や使い方に関する事項イ】

(2) 班で話し合いながら互いの意見の共通点や相違点に着目して考えをまとめること。 
      【思考力、判断力、表現力等 Ａ話すこと・聞くことオ】

(3) 主体的に話合いに参加し、思いや考えを伝え合おうとすること。        【学びに向かう力、人間性等】 

評
価
規
準 

(1) 意見や理由を述べる際に用いる言葉を知り、言葉には考えを伝える働きがあることに気付くことができる。 

 【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ(ア)】

(2) 互いの意見の共通点や相違点を考え、司会や提案などの役割を果たしながら話し合うことができる。 

   【Ａ話すこと・聞くことオ】

(3) 進んで話合いに参加し、思いや考えを伝え合おうとしている。         【国語への関心・意欲・態度】 

程過 間時 

○ねらい 
めあて 

☆振り返り（意識） 
◇評価項目 

＜方法（観点）＞ 

つ
か
む 

１ ○クラスで話し合う活動を通して、学校生活の楽し
さを伝える DVD を作る見通しをもてるようにす
る。 

 
 
 
 
 
 

☆完成するまでの時間
が楽しみ。地域の人
に、私たちの学校の
楽しさが伝わるよう
な内容にしたい。 

 

◇話合いを通して学習を進めて
いくことを理解し、どのような
内容にしようか積極的に考え
ようとしている。 
＜発言・ノート（３）＞ 

追
究
す
る 

１ 
 
 
 

１ 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 

２ 
 
 
 
 

２ 
 
 
 
 
 

１ 
 

○伝える内容についてクラス全体で話し合わせ、担
当する班を決めることができるようにする。  

 
 
○話合いをしている CD を聞く活動を通して、上手

な話合いの仕方についてまとめることができる
ようにする。 

 
 
 
○司会の役割を意識させ、班ごとに伝えたい内容に

ついて話し合えるようにする。 
 
 
 
○友人の意見との相違を考えさせながら、班の発表

の仕方や方法について話し合えるようにする。 
 
 
 
○友人の意見との相違を考えさせながら、発表の構

成について話し合えるようにする。 
 
 
 
○言葉の抑揚や表情での伝わり方について考え、相

手に分かりやすい表現になっているか班で練習
し、互いに助言できるようにする。 

 
 
 
○発表のポイントを意識させながらタブレット端

末で撮影できるようにする。 
 
 
 

☆運動会を見に来て
ほしいから運動会
について発表した
い。 

☆話合いを進める司
会の役割が大切だ
と思った。 

 
 
 
☆司会をしながら、み

んなの意見をまと
めることができた。 

 
 
☆友達の話を聞いて

自分の意見を言う
ことができた。 

 
 
☆友達の話をよく聞

いて、順番や原稿の
内容を決めること
ができた。 

 
☆聞いている人によ

りよく伝えるため
には、声の大きさや
速さなどが大切だ
と思った。 

 
☆声の大きさや速さ

に気を付けて話す
ことができた。 

◇自分と友達との意見の相違点
を考え、自分の班について考え
ている。 
＜発言・ワークシート（２）＞ 

◇話合いの進め方について理解
している。 
＜ノート（２）＞ 

 
 
 
◇話合いの論点を捉えながら自

分の意見をもち、話合いで意見
を伝えることができる。 
＜観察・ワークシート（２）＞ 

 
◇話合いの論点を捉えながら自

分の意見をもち、話合いで意見
を伝えることができる。 
＜観察・ワークシート（２）＞ 

 
◇友人と自分との意見の相違を

考えながら、話合いで意見を伝
えることができる。 
＜観察・ワークシート（２）＞ 

 
◇言葉の抑揚や強弱などに気を

付けて、相手に伝わりやすい発
表の仕方について考えている。 
＜観察・ノート（１）＞ 

 
 
◇言葉の抑揚や強弱、目線や姿勢

などを意識して発表すること
ができる。 
＜観察（１）＞ 

ま
と
め
る 

１ 
 
 
 

 
 

○話合いや発表の仕方でよかったことをまとめる
活動を通して成長を実感させるとともに、次の活
動への意欲をもてるようにする。 

 
 

☆相手の話を聞きな
がら自分の意見を
言えるようになっ
た。今度は学級会で
も司会をしてみた
い。 

◇活動を通してできるようにな
ったことを考え、今後の活動に
ついて考えをもつことができ
る。     
＜観察・ワークシート（３）＞ 

自分たちが伝えたい内容を話し合って決めよう。

司会のやり方を意識しながら、何を調べるか、だ
れが調べるかを話し合って決めよう。 

友達と話し合いながら、地域の人に私たちの学
校の楽しさが伝わるような DVD を作ろう。 

相手の話をよく聞きながら、どのように情報を集
めるか話し合って決めよう。 

学習の流れを確認して、どのように DVD を作って
いくか見通しをもとう。 

声の大きさ、速さ、発表する時の目線に気を付け
ながら撮影しよう。 

話合いや司会の役割で大切なことについてまと
めよう。 

相手にとって分かりやすい発表になっているか、
お互いにアドバイスし合おう。 

友人との意見の相違を考えながら、発表の構成を
話し合って決めよう。 

できるようになったことやよかったところを考
え、もっとしてみたいことについて話し合おう。 


